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現代日本論演習／比較現代日本論研究演習 II (東北大学文学部 2013年度 前期)

調査的面接の基礎
作成：田中重人 (東北大学文学部 准教授)

1 『講義概要』記載情報

◆ 到達目標：(1) 面接調査の長所と短所を把握する; (2) 面接調査の実際のプロセスについて、体験を通し
て習得する

◆ 授業内容・目的・方法：面接法による質的調査の方法についての講義と実習をおこないます。講義では、
面接調査の基本的な方法とプロセスについて解説します。実習では、受講者が各自の選んだ研究テーマに
沿って文献収集をおこない、面接調査を実施し、その結果をレポートとして提出します。

◇ 教科書：松浦均・西口利文 (2008)『観察法・調査的面接法の進め方』ナカニシヤ出版．
◇ 成績評価の方法：授業中の課題 (50％)、調査結果に基づく口頭発表とレポート (50％)

◇ その他：2学期開講の「質問紙調査の基礎」 も履修することが望ましい

2 授業予定

(1) イントロダクション (4/11)

(2) 調査的面接の概要 (4/18)

(3) 調査的面接の方法 (4/25) → 各自で面接を行い、スクリプトを書き起こす
(4) 結果について各自報告 (5/9)

(5) 対象者の選びかた (5/16)

(6) シナリオの作成 (5/23)

(7) 各自のテーマに沿って調査計画を発表 (5/30, 6/6) → これ以降、各自で調査を進める
(8) スクリプトの作成 (6/13)

(9) インタビュー内容の分折 (6/20)

(10) レポートの書きかた (6/27)

(11) 調査結果について各自報告 (7/4, 7/11)

(12) 調査の倫理 (7/18)

レポート〆切: (8/16)

レポート返却: (9/10 以降)

（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしているが、 実際の授業の進行状況によって前後にず
れることがある。

3 他者紹介

• 2人ペアをつくって、相手のことを互いに聞き取り、メモを取る
• 聞き取った内容に基づいて、2分以内で相手を紹介
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第2講　研究のイメージをつかむ (4/18)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 研究がどのような形でできていくかのイメージをつかむ

1 課題

配布する論文４本（修士論文と卒業論文）をよみ、それぞれの結果のまとめかたの特徴を考えよ。

A: 「チュートリアル活動における対人関係の形成に関わる要因」(2004年度修士論文)

B: 「男性日本語学習者の自称詞使用：東北大学留学生へのインタビューから」(2011年度卒業論文)

C: 「仙台市における日本語学習支援体制：行政・ボランティア・日本語学習者を対象とした面接調
査の結果をもとに」(2007年度修士論文)

D: 「交換留学経験が個人に与える影響について：東北大学文系学生の場合」(2009年度卒業論文)

2 結果のまとめかたのポイント

• 事前に枠組を決めておくか、面接結果から枠組をつくるか
• 各対象者を理解することに重点を置くか、複数の対象者に共通のことを見つけようとするか
• どのような対象者をどのようにして何人集めるか

3 質問項目を考えるプロセス

シナリオの作成
中心的な質問以外に必要なこと

• 自己紹介
• 研究や調査の目的などについての説明と同意
• 信頼関係形成のための方策
• 提示資料

Open question と Closed question

（教科書 60–64ページ）

4 次回予習

次回は、対象者選定、シナリオ作成、録音、書き起こしなどの具体的手法について。教科書66–67ペー
ジを読んでおくこと。67ページ下端の留意点について、具体的にイメージしてみること。
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第3講　調査的面接の方法 (4/25)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 面接の実際の手順

1 宿題

20分以上の面接調査を行い、トランスクリプトを書き起こして、次回授業時に 3部持ってくること。
（1部は提出、残りを討論に使用）

• 対象者は誰でもよい。録音すること、書き起こして授業で使うことについて了解を得ておくこと
• 面接を行う場所は各自で手配する。食堂や喫茶店でもよいが、あまり騒がしいと録音がきれいに取
れないので注意。屋外は避けたほうがよい。

• 録音は研究室の ICレコーダを使用してよい（白板に記入して借りること）
• トランスクリプトの書きかたは特に制限しないが、対象者・面接者それぞれの発言と説明部分とが
はっきり分かるように工夫すること（教科書や既存の論文を参照）

• テーマは自分の調べたいことを自分で選んでよい。思いつかない場合は、たとえば大学に入って驚
いたことや戸惑ったこと、卒業後の進路について（対象者が学生の場合）、自分の出身地の方言、自
分の家族に特殊なことばや習慣、健康のために心がけていること、好きな食べ物など、適当に決め
ること。

2 シナリオの作成

自分の決めたテーマに沿って、どのような質問をするか、答えによってどのように話を進めるか、お
おまかな流れと時間配分を決める。
調査目的の説明や、信頼感を形成するための自己紹介や雑談、話を進めるためのつなぎの話題なども

考えておくこと。

3 当日までの準備

• 当日の約束をきちんととること
• 会場の確保と、機材の確保・試し録り
• 書きとるためのメモ用紙（シナリオを流用するとよい）
• 対象者に提示する資料や、書いてもらう質問紙（もし必要なら）



4 録音

ICレコーダの操作方法を確認しておくこと。特に、「録音中」であることがどこでわかるか、「ホール
ド」状態の設定と解除、電池残量など確認。
通常は、マイクは無指向のままで、机の上などにおいておけば十分である。対象者に、録音している

ことをなるべく意識させないほうがよい。
録音に完全に頼るのではなく、面接中はその場でメモを取りながら聞く（用紙をあらかじめつくって

おくとよい）。
面接終了後、すぐに録音を再生して、きちんと取れているか確認する。もし失敗しているようであれ

ば、できる限り早く、記憶をたどってメモを作り直す。

5 書き起こし

書き起こし作業は、出来るだけ早く（記憶が新しいうちに）はじめる。
IC レコーダのデータは、USB (mini-B) ケーブルでPCにコピーできる。「フォルダーを開いてファイ

ルを表示」を選択し、フォルダを開いて、ファイルをPC側にコピーする。
研究室PCでは、「おこしやす2」が使える（共有フォルダ→ okoshi→ Okoshiyasu2）。起動時に「ファ

イル読み込み時にエラーが発生しました」などといわれることがあるが、気にしなくてよい。「おこしや
す 2」のウインドウにファイルをドロップすると再生できるようになる。

• 停止するたびに 3秒前に戻る
• 適当な区間を設定して繰り返し聞くことが可能
• 操作を任意のキーに割り当てできる (くわしくは、開発者 Mojo さんのサイト <http://www12.

plala.or.jp/mojo/> を参照)

ファイルをコピーできて全部聞こえることがわかったら、ICレコーダのデータは消去して、返却する
こと
トランスクリプトには、次の 3種類の情報が載ることになるので、一定の規則で区別する。

• 面接者の発言
• 対象者の発言
• 状況の説明など

教科書 p. 69, 86 の例や、前回読んだ卒業論文等の書きかたを参考にするとよい。
「状況の説明」には、対象者の様子や、身体的な動作、音声的特徴、沈黙などについて、解釈上参考

になりそうなことを書く。たとえば、「ため息をつく」「声をひそめて」「笑いながら」「○○を指さして」
「5秒沈黙」など。会話分析や音声分析ではないので、事細かく記録する必要はない。
聞き取れないところは、適宜説明を加えるか、記号などを決めて記述する。
録音時間のおよそ 4倍の時間がかかると考えて、書き起こしのための時間を確保しておくこと。
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第4講　面接結果について議論 (5/9)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 宿題のインタビュー結果について議論

1 課題

宿題で作成したトランスクリプトを交換して、面接内容とトランスクリプトについて意見を交換する

• 対象者は誰か
• 面接のシナリオ
• トランスクリプトの書きかた
• トランスクリプトの内容をどのように読むか（さまざまな角度から検討すること）

面接調査をしてみての感想・反省点と、今日の討論でわかったことを用紙に記入して提出。

2 次回までの予習

自分のレポートのためのインタビューの企画を考えてくること (提出不要)。



URL: http://tsigeto.info/intv/

現代日本論演習／比較現代日本論研究演習 II「調査的面接の基礎」(2013)

第5講　対象者の選びかた (5/16)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 調査計画と対象者の選定

1 前回課題について

相手との関係とラポールの形成
聞き手の役割

• 話題の展開と時間配分を適切にガイドする
• 話の内容を誘導しない
• 不正確な内容についてどう確認するか
• スピーチ・レベル (speech level) の選択 →不自然にならない範囲でフォーマルに

トランスクリプトについて

• 「ターン」(turn) で分けるのが基本。あいづちや重なった発話は適宜表記を工夫する →会話分析
• 自分用の資料だと考えてよい →自分の記憶を正確によびだせるように書く
• あきらかないいまちがいや方言についても、そのとおり書く →必要なら注釈を
• トランスクリプトだけを読んだひととは解釈が食い違うことがありうる →レポートに載せるときの根拠の書きかた

2 今回の課題

この授業のレポートを作成するための面接調査について、どのような対象者を、どのようにして、何人集めればよい
か考える。実際のスケジュールや、自分がどの程度の労力を割けるかを考慮して、具体的に考えること。

3 対象者の選定

「無作為抽出」(random sampling)…… 対象となる「母集団」(population) のなかのすべての個体が同じ確率で 選ば
れる。
面接をふくめ、質的 (qualitative) 調査においては、無作為抽出はあまり使われないが、基準として意識しておく必要

はある。
実際には……次の条件を考慮して、対象者を決める：

• 調査可能な人数 (時間と労力の制約)

• 集めることのできる集団あるいはネットワーク
• 分析の鍵となる属性など (いくつかのグループに分けて、それぞれ複数の対象者を確保)

4 文献

• 山田富秋 (1999)「会話分析を始めよう」好井裕明・山田富秋・西坂仰 (編)『会話分析への招待』世界思想社.
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第6講　シナリオの作成 (5/23)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 各自の調査に向けた調査計画とシナリオの作成

1 前回課題について

• 人数は決定的に重要
• 友達の友達を紹介してもらう方法 →雪だるま法（snowball sampling）
• 対象者の集めかたによる偏りを抑えるため、複数のルートで
• 面接の時間をしっかり確保すること。当日の時間がかぎられている場合は、事前にやりとりしたり調べたり
して情報を得ておくとよい

2 今回の課題

自分の面接調査に向けたシナリオを作成する。最初に研究の目的、仮説を書くこと

3 シナリオを書く上で注意すること

• 仮説を検証するのに必要なことは何か
• 対象者との人間関係を築くために必要なこと
• 自己紹介、調査趣旨の説明、録音することの許可
• 時間配分
• 相手の答による枝分かれ

4 次回

次回は各自の調査計画について報告・討論を行います

• 資料を 4部もってくること
• 資料には、研究の目的、対象者の選定方法、シナリオ案をのほか、必要な情報を含める
• 3–4人グループで討論

5 今後の予定

各自で計画を作成して、田中の許可を得てから調査を実施する。
適宜経過を報告すること。特に、1人目のトランスクリプトができた段階で報告にくること
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第7講　調査計画について討論 (5/30)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 調査計画の検討

1 今回の課題

グループにわかれて、各自の面接調査の計画とシナリオについて報告し、意見を交換する。持ち時間はそれぞ
れ 15分程度。
注意すべきポイント：

• 目的は明確か
• 仮説とシナリオが対応しているか
• シナリオの流れは自然か
• 話のさまざまな展開に対応できるようになっているか
• 対象者のあつめかたに無理がないか

2 今後の進めかた

教員と相談しながら各自の計画を確定させ、実施すること。6月 13日までに 1人分のトランスクリプトができ
ていることがのぞましい。

6/ 6: スクリプトの作成
6/13: インタビュー内容の分折
6/20: レポートの書きかた
6/27: 休講 (集中講義のため)

7/ 4: 調査結果について各自報告 (1)

7/11: 調査結果について各自報告 (2)

7/18: まとめ
8/16: レポート〆切
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第8講　書き起こしと整理 (6/6)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] トランスクリプトの作成と聞き取り内容の整理

1 面接前にやること

• 調査名の決定と、調査趣旨を説明する文章の作成
• シナリオの作成
• 対象者との接触（メールなどの定型文をつくっておくとよい）
• 場所と時間の決定
• 簡単な内容について事前に情報を集める場合がある
• 場所の準備
• ICレコーダを借り出す（持ち出し表に書くこと）。録音できるか、電池残量が十分か、確
認すること

• 当日説明して承諾を得るための「面接承諾書」をつくっておく (下記参照)。授業について
も説明できるよう、『講義概要』などを準備しておくこと。

2 面接時

• 自己紹介
• 調査趣旨とデータ利用について説明し、同意を得る（授業の一環であること、録音するこ
と、個人情報をマスクしたトランスクリプトをつくって授業中に検討し、レポートとして
提出することをきちんと説明する。説明を書いた紙を熟読してもらい、承諾書に署名を求
めるのが正式）

• 許可がえられたら、録音をはじめる
• メモをとりながら聞く（機材が故障することもありうる）。シナリオを加工して、メモ用の
紙をつくっておくとよい。

• シナリオやメモが相手の目に触れないようにする
• 後日のために、連絡先をきいておくとよい



3 面接終了後
• できるかぎり早く、会話の録音できていることを確認する
• 音声データをPCにコピーして、書きおこしをはじめる（記憶が新しいうちに）
• 通常は、前から順番に
• ICレコーダ内の録音データは、PCに移せて内容が聞けることを確認したら消去する（IC

レコーダはすぐ返却すること）
• 音声データは複数コピーをつくり、厳重に保管する（暗号化・パスワード機能つきのフラッ
シュメモリなど）。特に、共用PCで作業したあとにファイルを置き忘れないこと

4 書き起こし
トランスクリプトは、自分が読んで分析するためのものである (論文などで引用するときは、

適宜整形する)。自分なりに記号などを工夫すること。基本的に、ターンごとに行をかえて書い
ていく。
万一流出した場合にも対象者が特定できないよう、氏名を記号化するか、適当な仮名を割り

当てる。インタビュー中にでてくる固有名詞も同様にする。

5 情報の整理
対象者の基本的な属性については、事前にわかることを表などにまとめておくとよい。重要

な内容について（特に事実レベルのこと）、表や箇条書きの形式で全対象者をまとめ、一覧で
きるようにしておく。この表に適宜必要な情報を追加していくとともに、自分の頭の中に全対
象者の基本的な情報が入っているように。

6 書き起こしの記号 (例)

会話分析で使われているものなどを参考に、自由に決めてよい

• 沈黙: (.) (2.5)

• 笑い、呼気、吸気: (笑) hhh .hhh

• イントネーション: (↓) (↑)

• 相手のあいづち: [....]

• 声が大きい: 下線
• 声が小さい: >> ..... <<

• 注釈: 〔......〕

– 2 –



7 面接承諾書の文例

【調査名】

東北大学文学部○年生の □□□□□ と申します。今年度の「現代日本論演習」(東北大学文
学部田中重人准教授担当) の授業の課題で、面接調査をおこなっております。調査のテーマは
「××××××」というもので、○○の人を対象として、私 1人で調査します。
この面接への参加は自由意志によるものです。いったん面接を始めたあとでも、面接途中で中

止を求めることができます。また、答えたくない質問に対しては、答えなくてもかまいません。
調査の内容は、個人名や所属がわからない形で書き起こし、分析結果を期末レポートとして

提出します。また、授業の際に、書き起こした内容を他の受講者とともに検討することがあり
ます。面接の際の筆記記録、録音データは私が責任をもって厳重に保管し、レポート提出後に
破棄します。レポートの執筆にあたっては、あなたおよび関係者のプライバシーが侵害されな
いよう最大限の注意を払い、個人が特定できないかたちで結果を記載します。書き起こし記録
やレポートをご覧になりたい場合は、ご請求くだされば、お見せします。

面接者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
所属：東北大学文学部日本語教育学専修（○年生）

連絡先： (電話番号、Eメールアドレスなど)

以下の各項目について、同意いただける場合は、チェックをお願いいたします。

□ 面接内容を録音することに同意します

□ 面接内容についての個人情報を匿名化した書き起こし記録について、「現代日本論演習」
授業中に、教員および他の受講者とともに検討することに同意します

□ 分析結果を「現代日本論演習」レポートとして提出することに同意します

ご意見やご要望がおありでしたら、自由に記入してください
【スペースを設ける】
以上、ご確認およびご回答いただけましたら、お名前と日付をご記入ください

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
日付：　　　　年　　月　　日
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鈴木 (2002, p. 78–79) など参考にして、適宜作成すること。当日、2部を対象者に手渡し、
署名した 1部を返してもらって保管する。

8 文献
• 鈴木淳子 (2002)『調査的面接の技法』ナカニシヤ出版．
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第9講　分析 (6/13)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] トランスクリプトを分析する

1 課題
自分のトランスクリプトを読んで、つぎの箇所に印をつける。

• おもしろいところ、興味を引く発言
• 意味のよくわからないところや、解釈が複数あるところ

自分の設定した仮説にこだわらず、トランスクリプトの内容を虚心坦懐に見ること。
印をつけた部分について、他の受講者と意見交換する。

2 「分析」(analysis) とは
• 狭い意味では、要素にわけてそれらの性質や機能をあきらかにすること
• 広い意味では、要素がどのように組み合わさって全体を構成しているかについてあきらか
にすること（総合＝ synthesis）をふくむ

後者のためには、要素をまず特定しなければならない。最終的には両方が必要になる（→木
と森を両方見る）が、先に要素を分解しておく（→木だけを見る）

3 解釈において気をつけること
要素を抽出するときは直感を信頼すること。
そのうえで、抽出した要素について多角的に解釈する。

• 文脈と意味
• トランスクリプトに書いてあることをそのままストレートに受け取っていいとは限らない。
思い違い、嘘、謙遜、誇張、皮肉、冗談、聞き違いなど、さまざまな可能性を考えること

• 面接時の記憶を思い出しながら考える。文字にはあらわれない口調、表情、ジェスチャー
なども重要。必要なら当時のメモや録音を参照する。



4 総合と比較
要素をある程度抽出したら、その人の話の全体がどう構成されているかを把握する

• 要素同士の関連を見る：補強、矛盾、繰り返し、おなじ事実についての違う記述など
• 話の全体的な構成と、態度や口調の推移
• 個々の要素を念頭に置きながら、話の全容や対象者の人物像などをイメージする（かなり
の集中力を要する）

複数の対象者のトランスクリプトを比較する：

• あらかじめ注目する項目が決まっている場合は、それにしたがって分類する（表にまとめ
るとよい）

• 複数の対象者のあいだでおなじことを言っている（または、おなじことについて、違うこ
とを言っている）部分を探す。本当に「おなじ」（または「違う」）といえるか、よく考え
ること。自分で考えた解釈について、他の解釈がありえないかを、意識的に考えてみると
よい。

論文やレポートにおいては、どう批判的に読んでもこれ以外の解釈はありえない、というレ
ベルの頑健さ（を裏付ける論証）が必要である。
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第10講　報告書 (6/20)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 報告書に盛り込むべき内容を理解する

1 面接を実施するうえでの注意事項
対象者の話に適切に応答しないと、内容がふくらまない。誘導にならない範囲で、相手の話

を深めたり、関連した情報を聞き出すように。前に聞いた内容と齟齬がある場合も、その場で
確認したほうがいいことが多い。

2 分析から報告まで
2.1 公表する媒体

• 報告書
• 雑誌論文 (長さの制約が大きい)

• 書籍
• プレス発表 (一般向け)

学位論文は、報告書と雑誌論文の中間くらいか。

2.2 報告書の役割

報告書はつぎのような役割を持つ (用途別にちがう版をつくることもある)。印刷した物を関
係者に配布するほか、図書館に寄贈したり、インターネットで公開したりする。

• 協力者への結果報告
• 他の研究者との情報の共有
• 分析結果を利用して論文を書く場合の参照先
• データ・チェックの基礎資料

調査の企画段階から、報告書作成のための予算・時間を見越しておくこと



3 報告書の様式
調査の概要を示した後、分析結果を書く。必要があれば、最後に資料を載せる。
教科書 pp. 76–77 でいう「方法」が概要に、「結果」「考察」「引用文献」が分析結果に該当

する

3.1 調査の概要
• 背景
• 目的
• 調査の内容
• 調査主体 (場合によっては費用負担)

• 調査のスケジュール (企画から分析まで)

• 調査方法 (日時、場所、手順、録音方法など、くわしく)

• 面接のシナリオ (大部の場合には資料に回すこともある)

• 対象者の選定
• 基本的属性の分布
• その他の調査協力者 (計画や実施にあたって、通常以上の寄与があった人)

• 書き起こしのルールと記号の説明

対象者の基本的属性は、表の形で示すことが多い。対象者を示す略号や仮名がここで一覧で
きるようにしておくとよい。

3.2 分析結果 (本文)

対象者ごとにまとめる場合と、話題（あるいは仮説）ごとにまとめる場合がある。仮説検証
の体裁にする場合、どのような仮説を立てたか、それはどのような論理によっているかを、先
行研究を引用しながら示す。
内容によって、章にわけること。
分析結果の部分は次のようなかたちで書くのがふつう：

• 面接内容の抜き書き (extract) の提示
• 抜き書きの解釈 (文章)

抜き書きは、ブロック引用と同様の形式で示す。多量になる場合は、字を小さくしたり行間
を狭めてよい。
最後に、結論 (あるいはまとめ) の章を置く。報告書の目的によっては、ここに提言などをふ

くめることもある。
文献一覧や注は、分析結果の最後に示す (次の「資料」は、付録と考えてよい)。
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3.3 資料 (必要がある場合のみ)

• あいさつ状、面接承諾書など、対象者に見せた資料
• 面接のシナリオ (概要に載せてもよい)

• そのほか、概要に載せるには大部であったり、細かすぎる情報

トランスクリプト全体を載せることは、通常しない。

4 報告書本文の分析
報告書の中心部分には、分析をおこなった結果を載せる。調査をおこなうにあたっては、問題

関心 (または仮説) があるはずなので、それにしたがって分析し、結論を出すことが望ましい。
分析にあたっては、さまざまな可能性を考えること (前回資料参照)。
面接でえられたトランスクリプトから、ごく一部の抜き書きだけを示すことになるので、読

者がきちんと理解できるようにするのが大変である。

• 対象者別にいったんまとめた上で、全体についてまとめる
• 最初に分析の枠組を示した上で、その枠組に沿って全員のデータから必要なところを抜き
書きする

どちらの書きかたをとってもよいが、読者が各対象者について明確なイメージを形成できて、
その上で著者の主張に納得できるように。

5 プライバシーへの配慮
対象者個人を特定できる情報が残っていないか注意すること。

• 個人名は伏せて、アルファベットや仮名に置き換える (対象者だけでなく、話の中に登場
する人物も)

• 地名、団体名などについても、伏せたほうがいいかどうか検討すること

アルファベットなどに置き換える際には、間違いが起こりやすい。
報告書に書く内容について、公表前に対象者に読んでもらう場合がある。後でのトラブルを

避けるとともに、内容の正確さを高める効果がある。特に、承諾を書面でとっていない場合に
は、この手続きを踏んだほうがよい。ただし、本人の了承がえられなかった内容についても、
公表することはありえないわけではない (特に、公益性の高い場合)。
このあたりの手続きも、「概要」に書いておくこと
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6 この授業のレポート
締切: 8/16 (金) 17:00

提出先: 田中の研究室レターボックスまたは電子メールで提出。電子メールの宛先：tanakas2013

＠ tsigeto．info (かならず返信を確認すること)。
内容: 調査報告書 (内容については、上記のとおり)

レポートは、9/10 以降に返却します。

7 今後の予定
まだ 1人目のトランスクリプトを提出していない人は、提出した上で、田中の面談の予約を

取ること。

6/27: 休講 (集中講義のため)

7/ 4: 各自の面接結果についての討論。トランスクリプト (全文) を 2部、報告書の草稿 (す
くなくとも概要、できれば分析結果も) を 4部もってくること

7/11: 面接調査の倫理
7/18: 各自のレポート内容について討論 (7/4 と同様)
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第11講　面接結果について討論 (7/4)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 調査結果の検討

1 今回の課題
グループにわかれて、各自の面接調査の現状とこれまで得られている結果について報告し、

報告書草稿とトランスクリプトについて意見を交換する。持ち時間はそれぞれ 15分程度。
注意すべきポイント：

• 各対象者の人物像はどのようなものか
• トランスクリプトのどこに対象者の特徴が出ているか
• 対象者による違いや共通点として抽出すべきこと
• 報告書では、トランスクリプトのどこを抜き書きするとよいか
• 今後の面接で注意すべき事項

2 面接の工夫
• 複雑なことを聞いたり、正確な記憶を喚起しておく必要があるときは、あらかじめ調査票
に記入しておいてもらったり、資料を用意してもらって、それを見ながら話をすすめるこ
とがある

• 重要なデータをとる場合は、録音の二重化を考えてみること
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第12講　調査的面接の倫理 (7/11)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 面接における対象者への配慮

1 学術倫理の 3つの側面
研究対象に対する問題: 対象者に対するインフォームド・コンセント、個人情報の管理、成果のフィード
バック

学術共同体内での問題: データの捏造、改竄、アイデアの盗用、ギフト・オーサーシップ
研究成果の応用に関する問題: 公表した研究成果やそれに基づく提言がどのような結果をもたらすか

2 研究対象への配慮
• 調査の目的、データの利用範囲、公表方法などを十分に説明して同意を得る (→ 第8講 資料)。特に、「話
さない権利」と「録音されない権利」について

• 個人が特定できるデータが流出する危険を最小にする (トランスクリプトにおける固有名のあつかい、録
音データの管理)。機密レベルによってデータを区分しておくこと

• 公表するデータの中に、個人情報が入り込まないように。公表前に対象者自身によるチェックを入れるの
がよい

• 東北大学文学部では、調査・実験倫理委員会を組織しており、調査や実験の計画を事前に提出して許可を
得なければならないことになっている <http://www.sal.tohoku.ac.jp/rinri/> (学生が指導教員の指導
を受けておこなうものは対象外)。

• 学会等では、所属機関の許可を得た証明がないと学会報告や論文投稿ができない場合がある
• 可能であれば、研究の成果を対象者にフィードバックする方法を考える
• 終了後のデータの保管／廃棄

3 次回
最終回です。再度、各自の面接結果についての討論を行ないます。トランスクリプト (全文) を 2部、報告

書の草稿 (分析枠組または分析結果、抜き書きを含めること) を 4部もってくること

4 文献
• 東北大学研究推進審議会 (2007)『研究者の作法: 科学への愛と誇りをもって』<http://www.bureau.tohoku.

ac.jp/kenkyo/fb/FFPleaf.pdf>

• 鈴木淳子 (2002)『調査的面接の技法』ナカニシヤ出版．
• 鈴木淳子 (2011)『質問紙デザインの技法』ナカニシヤ出版．


